
平成27�� ���観光拠点等整備事業費補助�

１ 観光拠点整備事業→継続
全国から人を呼べる広域観光の核となる観光拠点の整備や観光客の滞在日数、観光消費
の拡大など、地域での観光振興の底上げにつながる取組への助成

２ 観光商品磨き上げ事業→継続
既存の観光商品の�なる磨き上げや新たな観光商品の創出など、観光客の増加を図る取
組への助成

３ 観光資源���上事業→��し
新たな事業の��上げや観光客の快適性を高めるための基盤整備などの取組への助成

各メニューの役割

全国からの誘客につながる観光地づくり【大目標】のために、各エリアの集客の拠点を

整備し【観光拠点整備】、周辺の観光商品を磨きあげる事【観光商品磨き上げ】、により

周�性を高めていく。�た拠点周辺エリア内の���を�上��るために、新たな観光資

源の掘り起こしや情報発信等を支援【観光資源���上】する（H24�26）

【資料７】

源の掘り起こしや情報発信等を支援【観光資源���上】する（H24�26）

※③その他 拠点施設の基本構想費用等について計上

観光資源���上事業��しの��

エリアでの����上を高めるために【観光資源���上事業】

では、既存施設の維持修繕等の基盤整備を補助対象としていたとこ

�、��基盤整備の部�が多くなり、エリア���を高めるため

の��上げ支援等での活用が�しくなってきたため、��の目的

である新たな観光資源の掘り起こしのために活用して頂くため

（ ������２���成�����おもてなしの�上に基��）

H２�����の����上支援についての整�

H24年度 9件 9,120千円 11件 8,210千円 3件 2,906千円

H25年度 6件 4,311千円 10件 11,981千円 3件 3,018千円

H26年度 1件 840千円 7件 10,405千円 3件 3,400千円

①立ち上げ支援や

情報発信
②基盤整備 ③その他

�観光資源���上事業を��し
→「観光資源創出支援事業」（地域観光課）

○原則、地域の観光資源（体験プログラム等観光商品になり得るもの）の掘り起こ
し及び情報発信について補助

・単なる維持修繕（トイレ整備含）を目的とする事業は補助対象外
但し、新�プログラム��上げのために�要なやむを�ないものについては
場合によって対象とする。
（�����を��たカヌーの���（プレ��等）を�てて、�こを拠点と
した新しい体験プログラム「カヌー川下り体験」を造成する）

・要綱から「観光客の快適性を高めるための基盤整備」の文言を削除(予定）

・Wi-Fi整備事業については原則対象外。但し、拠点整備事業などの施設全体の
磨き上げの際のWi-Fi機能の追加については対象とする。
（�もてなし課新設補助�との��のため）

・ 情報発信等のソフト事業について、インバウンド要素を含むものは原則補助対
象外（パンフレットやセールス旅費等一部広域組織の取組と重複するものについ
ては、広域組織で対応すべきものではないか申請段階で検証）

���観光����整備事業費補助�
（おもてなし課）

■目的:外国人観光客の受入基盤整備に特化し、
���で��に��

①多言語化対応（表示、案内）
②トイレ洋式化
③通信（Wi-Fi環境）
④ショッピング(消費税免税店)

■���２カ��定（�27、28�）
■補助��� 2,000千円
■補助� 1/2

<補助対象事業>
○市町村等
・多言語観光案内板 ・外国語ﾊﾟﾝﾌ、ﾏｯﾌﾟ
・外国語案内ツール ・トイレ改修
・Wi-Fi観光整備 等

○組合団体等（商工会、商店街、観光協会、旅館
ホテル等）組合団体等
（２事業以上パッケージ）
・多言語観光案内板 ・外国語ﾊﾟﾝﾌ、ﾏｯﾌﾟ
・のぼり等ＰＲ資材 ・対応マニュアル等
・免税手続き窓口開設 等
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【広域観光組織が担うべき機能】 
 

 広域組織が地域の面的魅力を高めるための地域コーディ
ネートができる組織となる為に必要な機能 
 
① 企画統括機能 
 ・ 戦略立案、県や市町村等との連携等 
② 情報発信機能 
 ・ パンフ作成、HP・メルマガ、セールス活動等 
③ 旅行取扱機能 
 ・ 総合窓口、着地型商品造成・販売等 
④ 観光人材育成 
 ・ インストラクター養成等 
⑤ 観光産業化 
 ・ 商品開発、地域内産品の販売等 

 

【平成27年度の取組】（県）  
  

１．地域観光プロデューサーの活用 (3,188千円） 
 ・ 県全体の広域組織のあり方や計画づくりの支援 
２．広域観光みらい会議の開催（９２２千円） 
３．広域観光組織連絡会議の開催（９０千円） 
 ・ 広域観光組織の情報共有や課題解決を図るための場づくり、ネットワークの構築 
４．地域観光商品創造事業（31,000千円） 
   広域観光組織と地域の事業者が一体となって地域の観光資源を磨き上げ、旅行商品として販売していくため  
   の仕組みを構築 
５．旅行商品造成販売支援事業(12,831千円） 
 ・ 観光商品ブランド化支援事業  ・募集型旅行商品造成販売事業 
   旅行会社等とタイアップして地域が主体となった全国から人を呼べる旅行商品づくりを推進 
６．広域観光推進事業費補助金(155,000千円） 
 ・ 広域観光組織の定める中長期計画等を踏まえ、ステージに応じた事業を補助（３年間程度） 
 ・ 補助先：広域観光組織 
 ・ 補助率：1/2 
 ・ 補助額 A（組織自律化）25百万円(①～⑤)     B（ステップアップ）15百万円(①～④) 
       C（その他）２百万円(①②)ただし、ブランド化事業又は食の旅行商品化に取組む場合は3百万円 

 

■仁淀川広域観光協議会 

  ・構成 1市4町1村  ・事務局体制   事務局長（兼務）以下計3名  ・担っている機能  ① ② ③     

【H26年度取組】 

組織のステップアップに向け
た中長期計画作成 

 

【H27年度予定】 

情報発信力の強化 

 

■高幡広域観光推進本部 

  ・構成 1市4町  ・事務局体制    本部長以下計2名  ・担っている機能  ① ② ③ 

【H26年度取組】 

博覧会実施に向けた組織
づくり 

H27.3までに協議会を設立 

 

【H27年度予定】 

H28.4からの実施に向けた

体験プログラムの造成・販
売の強化等 

 

■一般社団法人       幡多広域観光協議会   

・構成 3市2町1村  ・事務局体制    事務局長以下計7名   ・担っている機能  ① ② ③ ④ ⑤ 

 

【H26年度取組】 

組織の機能強化に向けた中長
期計画作成 

 

【H27年度予定】 

機能強化の計画を踏まえた旅
行商品の造成・販売、教育旅行
誘致、人材育成等を実施 

 

■安芸広域市町村圏事務組合  （高知県東部地域博覧会推進協議会）   

  ・構成 2市4町3村  ・事務局体制    事務局長（兼務）以下計6名   ・担っている機能  ① ② ③   

 

【H26年度取組】 

博覧会実施に向けた体験
プログラム・着地型商品の
造成、販売の強化 

 

【H27年度予定】 

博覧会の取組が継続でき
るよう旅行エージェント経験
者を受け入れ（4月～） 

■高知中央広域観光協議会 
 

・構成 4市 

・事務局体制（兼務）   事務局長以下計3名 

・担っている機能／① ②  

 

 

■嶺北地域観光・交流推進協議会 
 

・構成 3町1村 

・事務局体制（兼務）／地域本部と4町村で分担 

・担っている機能／① ②  

 

    

広域観光の総合的な支援①（広域観光組織の機能強化） 

【地域博覧会の継続支援】 
 

◆地域博覧会開催支援事業 
【継続】 
  
 予算額：111,000千円 

       東部70,000千円 
         高幡41,000千円 
 
 補助先：広域観光組織が中心と     
     なって構成された団体等 
 
 補助率：１／２以内 
 
 上 限：100,000千円以内 
 
  



企画 発掘・磨上げ パッケージ化取引の仕組み作り

広域観光みらい会議 ・商品造成に向けて最新情報の提供をしてもらう → ベストプラクティスの紹介
・大手��会�の��の��を��県へ

広域観光の総合的な支援②（地域地域の��商品����総合的に支援）

最終の商品カルテの作成

○��商品カルテを�に

造成会議

○��商品カルテをベースに商
品の磨き上げを�う

企画会議

○��商品カルテの作成
商品毎に統一したフォー

広

域

組

��会�の��

の認��向上

商品化に向けた協議

○��会�で売るため
(販売面)のアドバイスを受

目 的 地域が主体となった�国から�を��る、売�る観光地づくりを�めるため、広域観光組織と地域の事業者が一体となって地域の観光資源を磨き上げ、��
商品として販売していくため仕組みを構築する

○��商品カルテを�に
パッケージングし商品化

○��商品カルテをベースに商
品の磨き上げを�う

商品毎に統一したフォー
マットでカルテを作成

組

織

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

広
域
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・カルテ作成の支援
・トレンドを踏襲しているか、
インバウンド対策はできて
いるか等商品化の方向性を
指導

・磨き上げ方針への助言や事業者を
始めとする関係者の巻き込み方な
どを指導
・����に向けた����の整�
や���の作成等マネジメントを
��

各商品毎に��で
きるツール作成

消

費

者

旅
行
会
社
で
の
商
品
化
・

・素材の名称
・素材の概要等
・オンシーズン ・販売実績
・インバウンドチェック ・��者の声
・アドバイスの��と�の対応状況

イメージ
写真

カルテのイメージ

(販売面)のアドバイスを受
ける

消費者の声

・��商品として販売するための�ウ�ウ指導
・����の��性の��

・����や、受入体制への助言
・リピーター確保への助言

事業者に寄り添ったキメ細やかな相談・助言

土佐の観光創生塾（事業拡大・創業に向けたスキルの習得）

・広域組織と共に直接現場に入り指導を重ねることで、事業者が日常
�に磨き上げを�っていくための支援を�い、トレンドを踏��た
商品づくりを加速

受入体制の整備

○インストラクターの養成、
����や手��の�整等
パッケージ化にあたって必要
な受入体制の整備

資源の磨き上げ
○最終パッケージとなる資源グ
ループ�とに�う造成会議に
�加し、共に磨き上げを�う

資源の再確認

○カルテ化する資源のピック
アップや状況確認

事

業

者

・
販
売

最終の商品カルテの共有

○最終の��商品カルテに�
づき予約や精算やルール、
キ�ンセル時や、催���
時の対応など最終確認

磨き上げから商品化に向けた観光創生塾（地域コーディネーターが主催）

第１回
【顧客ニーズ対策】

第2回
【国際観光のトレンド】

第3回
【地域資源の���】

第4回
【セールスの手法】

第5回
【��商品の
パッケージ化】

第6回
【パッケージ商品の
セールス手法】

２コマ×６回＝１２講義（※県内２地域 各25名���加）
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26日26日
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3月3月
2016

（平成28年）

主催：全国ほんもの体験フォーラム in 高知実行委員会　  共催：全国ほんもの体験ネットワーク

 　お問い合わせ：全国ほんもの体験ネットワーク in 高知 実行委員会事務局

高知県観光振興部地域観光課  TEL:088-823-9706

 会場/ 安芸広域、嶺北広域、高幡広域、幡多広域

 会場/ 安芸広域、嶺北広域、高幡広域、幡多広域

26日26日
土
27日27日

日

体験ツアー

26日26日
土

課題別研究分科会

スケジュール

25日25日
金

会場/ 高知中央域または幡多広域で調整中
内容:事例発表、記念講演、公開パネルディスカッション、情報交換会

全体フォーラム

※会場は予定であり、内容を変更する場合があります。

体験フォーラム in高知体験フォーラム in高知



高知県の一番の魅力は人であり、「家族」のような温

かさ。だから、高知県はひとつの「大家族」。そんな

「高知家」がオススメしたいのが、最後の清流と言わ

れる「四万十川」や世界認定を受けた「室戸世界ジオ

パーク」などの豊富な自然、歴史や文化を活かした体

験プログラム、また高知と言えば｢カツオのタタキ｣を

代表する絶品グルメ！

「高知家」流の「お・も・て・な・し」を、ぜひご堪能くだ

さい。

高幡広域  四国カルストから土佐の大海原へ

高幡広域は、高知県中西部に位置する５市町からなり、北は四国カルストから南は

土佐の大海原に面したエリアです。現在、高幡広域の観光資源を積極的に売り出し

ていくため、広域内の観光関係者で構成する高幡地域観光推進本部を設置し、議

論を重ねながら、商品の造成・開発、営業販売等を推進しています。

平成２８年度には、当エリアの魅力を全国に発信していくための地域博覧会

「2016奥四万十博」を開催することが決定しました。高幡地域ならではの体験プ

ログラムも多数ご用意しております。皆様のお越しをお待ちしております。

お問い合わせ先 / 高幡広域市町村圏事務組合　ＴＥＬ：０８８9-42-9311

嶺北広域  四国の真ん中「嶺北」で自然を体験

嶺北広域は、高知県北部に位置する４町村をいい、四国のちょうど真ん中に位置し

ます。主産業は農林畜産業で、中山間の気候と特色を活かした作物・商品づくりが

行われています。

四国三郎として知られる吉野川が横断し、自然豊かな山や川では、様々な自然体験

やスポーツ体験が盛んに行われています。

お問い合わせ先 / 嶺北地域観光・交流推進協議会　ＴＥＬ：０８８７-70-1015

幡多広域  黒潮・清流・里山の魅力体感

幡多広域は、高知県西南部に位置する６市町村をいい、県内で最も早くから体験型

観光に取り組んでおり、豊かな自然が残る「山・川・海」をフィールドとした魅力的な

体験プログラムが、70以上あります。中でも「最後の清流　四万十川」でのカ

ヌー、遊覧船をはじめ、足摺岬、竜串を中心とした「足摺宇和海国立公園」内には色

とりどりの熱帯魚やサンゴ、奇岩や太平洋を体感できるホエールウォッチングや食

文化を体験するカツオのタタキ作りなど、幡多ならではの地域資源を活かした数多

くのプログラムをご用意しております。是非、幡多へお越しください。

お問い合わせ先 / 一般社団法人幡多広域観光協議会　ＴＥＬ：０８８0-31-0233

安芸広域  高知東海岸こじゃんとおもしろ体験

安芸広域は、高知県東部に位置する９市町村をいい、南は土佐湾に、北は四国山地

を背に徳島県と隣接しています。太平洋を流れる黒潮は多くの海の幸を運び、温暖

な気候と豊富な日照時間を活かした農林業が盛んな地域です。

特に、世界ジオパークに認定された「室戸世界ジオパーク」では、地震の度に隆起

によって新しい大地が誕生し続ける場所で、地震発生のメカニズムとその特徴を活

かしながら人々がどのように暮らしてきたかを学ぶことができます。

お問い合わせ先 / 安芸広域市町村圏事務組合　ＴＥＬ：０８８７-３２-０３２２

高　　知　　県

平成２６年１０月からプレイベントを開催中! 最新情報は、

高知県の観光スポットや龍馬パスポートの情報はこちら

受入地域のご紹介

高知家・まるごと東部博 検索 はた旅 検索

よさこいネット 検索

嶺北広域

安芸広域

高幡広域

幡多広域

あ き

れ い ほ く

こ う ば んは た

誰かに話したくなる

はたの旅

高知県東部地域全体で

「観光」をキーワードにした

博覧会を開催！

平成27年4月29日（水・祝）開幕！

はたっぴー


